
令和８年度 足立区立本木小学校 学校経営方針 グランドデザイン 令和８年４月１日 校長 井出 誠 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる本木小 

１ 

１ もとき PBSで取り組む 

「人権教育の推進」 

①自己肯定感を高める教育の推進 

⇒「やればできる」を増やします！ 

②いじめの未然防止、組織的対応 

⇒いじめは絶対に許しません！ 

③本木・本気プロジェクトの充実 

⇒子どもの力で学校をよりよくしていき 

ます！ 

④本木小スマイルスタンダードの徹底 

⇒みんなが笑顔で気持ちよく生活する 

ための５つの約束です！ 

 

 

 

 

３ チーム本木で取り組む 

「特別支援教育、教育相談の充実」 

①ユニバーサルデザインの推進 

⇒誰もが安心して学べる学習環境を 

整えます！ 

②杉の子学級との交流活動の充実 

⇒共に学び共に成長する機会を増やし 

ます！ 

③不登校の未然防止 

⇒子どもとの信頼関係を大切にします！ 

④校内委員会の充実 

⇒学校全体で共有しながら進めます！ 

 

 

 

 

 

２ 教科担任制を活用した 

      「学力向上・授業力向上」 

①板書計画を活用した授業改善 

⇒子ども主体の授業を行います！ 

②基礎学力の定着 

⇒読み書き計算の力を伸ばします！ 

③ICTの有効活用 

⇒授業や家庭学習で活用します！ 

④読書活動の充実 

⇒本に親しむ機会を増やします！ 

 

 

 

 

 

  

１ 児童の模範となる教師    ２ 組織で協働して働く教師    ３ 保護者・地域から信頼される教師 

めざす学校像 

スローガン（合言葉） 

 

 

 

経営の重点 

 

 

めざす教師像 

 

 

【教育理念】   すべては、子どもたちの「今」と「未来」の幸せのために 

【学校経営のキーワード】    「継承」と「改革」 

◎創立１５０周年の良き伝統を継承しつつ、変化の激しい社会で生き抜く力を備えるため、「子どもにとってよりよいものであると 

判断したこと」は、スピード感をもってすぐに実践・改革していく。 

     

「自分も人も大切にする子」  「自分で考え行動する子」  「自分の言葉で表現する子」  「チャレンジする子」 

（自己肯定感、コミュニケーション能力）        （主体性）                  （表現力）             （向上心、忍耐力） 

学校教育目標 

 

 

 

めざす児童像 

「プラス思考」で子どもたちを育てよう！ 

・かしこい子（子どもが主役となり、学ぶ喜びを実感できる学校） 

・思いやりのある子（誰もが居心地のよい安心安全な学校） 

・たくましい子（自分で考え行動し、チャレンジする学校） 

祝 創立１５０周年！ 

 

 

 

心をつなぐ３つの光「笑顔」「あいさつ」「思いやり」 おめでとう、１５０周年！ 
周年スローガン 

 

 

※もとき PBS…望ましい行動に注目し、褒める・認めるを繰り返すことで、望ましい行動を増やしていく。結果として、望ましくない行動を減らしていく取組 

周年記念オリジナルキャラクター「もときレインボーファミリー」 

にこりん（笑顔） 

ふわりん（思いやり） 

ぺこりん（あいさつ） 


